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》
☆
と
こ
ろ
東
京
上
野
恩
賜
公
園
内
亜

匡

■

亙

七
係
兼
三
氏
邸
皿

■■■■

■

■

■

■

唖
☆
と
き
五
月
八
日
前
夜
祭
》

■

■

■

■

五
月
九
日
大
会
亜

■■■■■

■

■

》
☆
顔
を
出
し
た
人
別
項
の
通
り
、■

■■

次
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
五
月
九
唖

■■■■

唖
日
大
会
終
了
後
の
記
念
撮
影
》

■■■

■

■

■

■

で
、
七
傑
邸
の
玄
関
脇
で
写
麺

■童■

唾
叩

■

し
た
も
の
。
中
央
和
服
姿
が
》

■■■■

■

■

■

■

七
悌
氏
、
そ
の
右
が
鶴
田
主
》

■■■■

■

■

幹
、
そ
の
右
が
近
代
将
棋
社
》

瓦■■■

毎

■

■

■

■

長
永
井
英
明
氏
。
参
会
し
た
亜

■■■■

■

■

人
で
こ
の
写
真
に
出
て
い
な
》

■■■■■

■

■

■

■

い
方
も
多
数
あ
り
ま
す
》

■■■

、

■■

》
★
写
真
は
焼
増
し
可
能
と
思
い
ま
す
。
》

■

■

■

■

岩
木
錦
太
郎
氏
の
方
へ
お
問
合
せ
下
唖

■■■■”

■

■

■

■

さ
い
。
亜

■■■

■

■

■

ぬ
《
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
官
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
専
貼

ロﾛ■■■q■ﾛ■■
I

咽
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
品■

■
■

全
日
本
詰
将
棋
連
盟

全
国
大
会
虚
一
開
か
る

座■

◇
５
月
７
日
（
金
）
ス
モ
ッ
グ

私
（
主
幹
）
上
京
、
岩
木
、
門
脇
両
氏
と

秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館
に
七
篠
兼
三
氏
を
訪

問
。
話
Ｉ
ビ
ー
ル
ー
打
合
せ
Ｉ
ビ
ー
ル
、

夕
景
料
亭
へ
。
あ
と
は
ム
ニ
ャ
ノ
、
。

◇
５
月
８
日
（
土
）
さ
つ
き
晴
れ

上
野
の
森
の
樹
々
の
み
ど
り
と
さ
わ
や
か

な
五
月
の
空
気
が
さ
さ
や
き
合
う
。

正
午
こ
ろ
よ
り
ポ
ッ
ノ
、
と
同
志
参
集
、

夕
景
三
十
有
五
名
に
達
す
。

一
升
瓶
十
本
と
ビ
ー
ル
数
十
本
が
（
三
美

人
の
お
酌
で
）
カ
ラ
に
な
る
こ
ろ
は
す
で

に
夜
の
と
ば
り
重
し
。
さ
れ
ど
将
棋
、
麻

雀
と
皆
さ
ん
の
ダ
フ
ぶ
り
。
会
員
同
士
の

〃
座
り
相
撲
″
な
ど
あ
り
、
歓
声
、
爆
笑

時
計
の
小
さ
い
針
が
②
の
と
こ
ろ
で
ア
ク

ビ
を
し
て
い
る
の
に
気
付
い
た
人
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。

◇
５
月
９
日
（
日
）
さ
つ
き
晴
れ

改
め
て
説
か
ん
。

◇
５
月
佃
日
刑
日
（
月
火
）
く
も
り

舶
日
七
篠
邸
泊
。
ｎ
日
帰
名
。

◇
５
月
９
日
午
後
１
時
開
会
。

◇
開
会
の
辞
（
岩
木
）
主
催
者
代
表
挨
拶
（

七
篠
）
来
賓
挨
拶
（
綿
貫
、
永
井
）

◇
祝
辞
、
祝
電
披
露

祝
辞
Ｉ
小
西
逸
生

祝
電
’
二
上
八
段
、
安
達
栄
司
、
市
田
霧

山
、
伊
藤
三
雄
、
桑
原
辰
雄
、
武

田
春
信
、
宮
本
兼
利

◇
主
幹
挨
拶
約
二
十
分

◇
参
加
者
自
己
紹
介
約
二
時
間

い
つ
も
な
が
ら
こ
の
自
己
紹
介
が
一
ば
ん

味
が
あ
る
。
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出

て
趣
き
あ
り
。

◇
看
寿
賞
、
同
人
作
家
、
東
西
対
抗
オ
ー
ル

ス
タ
ー
戦
な
ど
の
表
彰
と
受
賞
者
挨
拶
。

◇
小
委
員
会
（
法
人
化
と
看
寿
賞
選
考
）

◇
連
将
棋

◇
懸
賞
詰
将
棋

◇
万
才
三
唱
、
記
念
撮
影

◇
閉
会
の
辞
（
小
林
）

模
様

、

娠 需､一
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◇
５
月
８
，
９
日
を
通
じ
。
敬
称
略
。

◇
東
京
安
達
康
二
、
岩
田
茂
、
今
井
透
、

泉
栄
一
、
伊
藤
明
治
、
今
井
清
作
、
石
川
修

伊
藤
暢
胤
、
遠
藤
喜
久
夫
、
大
沢
一
宗
、
岡

田
敏
、
越
智
信
義
、
門
脇
芳
雄
、
加
賀
孝
志

亀
井
久
次
、
上
林
精
二
、
北
原
義
治
、
北
村

潔
、
久
保
田
寛
、
黒
川
一
郎
、
小
林
豊
、
小

林
辰
五
郎
（
子
息
共
）
、
駒
場
和
男
画
柴
田

英
男
、
志
村
定
信
、
七
篠
兼
三
、
助
川
勇
、

関
根
文
男
、
武
井
正
一
、
寺
田
昭
二
、
中
西

稔
、
永
井
英
明
、
西
田
尚
史
、
二
階
堂
清
一

郎
、
桧
垣
浩
男
、
平
川
修
、
肥
塚
光
夫
、
藤

井
国
夫
、
福
田
尚
、
堀
隆
興
、
三
吉
一
郎
、

村
尾
貞
二
、
森
敏
宏
、
山
口
義
徳
、
吉
田
甚

三
、
綿
貫
英
助
、
若
林
進
、
渡
辺
稔

◇
神
奈
川
飯
田
厚
、
伊
藤
孝
雄
、
大
場
直

行
、
木
村
諭
、
田
辺
元
昭
、
富
沢
尊
儀
へ
七

尾
春
美
、
早
川
茂
男

◇
群
馬
新
井
正
道

◇
埼
玉
岩
木
錦
太
郎
、
海
老
原
辰
夫

面
め
ん

◇
茨
城
坂
巻
義
郎
、
坂
巻
桂
治
、
関
直
之

◇
栃
木
中
村
康
雄
、
渡
辺
喜
久
雄

◇
千
葉
小
峯
秀
夫
、
須
貝
敏
雄
、
長
山
敬

之
助
、
山
崎
喜
久
雄

◇
北
海
道
古
関
三
雄

◇
静
岡
前
藤
浩

◇
新
潟
石
沢
孝
治
、
斉
藤
健
作
、
高
橋
守

中
村
五
郎

◇
長
野
中
島
利
男

◇
愛
知
石
川
幸
雄
、
鹿
間
郁
夫
、
鶴
田
諸

兄
、
橋
本
守
正

◇
岐
阜
篠
田
義
雄

◇
京
都
井
島
寛

◇
大
阪
北
川
明
、
長
谷
繁
蔵
、
伴
康
哉
、

横
田
進
一

◇
奈
良
山
本
勝
士

◇
兵
庫
大
橋
雅
道
、
西
村
英
二
、
森
田
昌

弘
、
計
九
十
人

９
０
Ｉ
Ｏ
１
Ｉ
０
６
ｇ
Ｏ
１
８
Ｈ
Ｉ
６
０
Ｉ
０
０
９
●
、
９
１
０
０
８
０
０
１
１
０
ｂ
９
１
０
０
１
１
１
１
１
Ｉ
１
１
０
１
１
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８
１
１
Ｆ
９
恥

一
◇

寄
贈
者
芳
名
ｌ
敬
称
略

一
銘
酒
五
斗
麦
酒
拾
打
七
際
兼
二
二

一
キ
レ
イ
ド
コ
ロ
拾
数
名
七
際
兼
一
三

一
楽
団
（
五
人
編
成
）
七
際
兼
一
三

一
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
貨
三
組
七
牒
兼
一
三

一
ケ
ネ
デ
ィ
記
念
銀
貨
二
枚
七
篠
兼
三
一

一
明
治
時
代
一
円
銀
貨
三
枚
七
篠
兼
一
三

一
（
右
三
件
は
詰
パ
ラ
賞
品
に
使
用
）

一
明
治
時
代
一
円
銀
貨
二
枚
七
篠
兼
一
三

一
五
体
字
類
な
ど
拾
冊
七
篠
兼
一
三

一
ガ
ス
ラ
ィ
タ
ー
拾
個
七
篠
兼
一
三

一
映
画
入
場
券
二
十
枚
七
篠
兼
一
三

一
プ
ラ
駒
五
組
柴
田
昭
彦
一

一
銘
菓
一
折
坂
巻
義
郎
一

一
詰
将
棋
集
百
部
石
沢
孝
治
一

一
宝
石
入
な
ど
四
点
長
山
敬
之
助
一

一
さ
く
ら
ペ
ン
タ
ッ
チ
六
打
西
村
英
一
言

一
木
村
詰
将
棋
二
百
部
久
保
田
寛
一

一
（
右
三
件
は
詰
パ
ラ
発
展
の
た
め
使
用
）
一

一
金
壱
封
佐
々
木
秀
雄
一

一
金
壱
封
市
田
霧
山
一

一
‐

一
銘
酒
永
井
英
明
一

一
（
設
備
投
資
？
七
際
兼
三
）

》
タ
タ
ミ
が
え
、
夜
具
、
座
布
団
、
放
送
設
一

一
備
、
磁
石
式
大
盤
な
ど

鉦

再坤llL叫叫 砕出塗一エ
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☆
説
兵
成
、
債
玉
、
既
桂
、
同
金
、
正
系
、

拠
玉
、
躯
飛
、
同
香
、
詔
飛
成
、
同
玉
、

弘
金
迄
ｕ
手
の
好
作
で
あ
っ
た
が
、
５
手

目
か
ら
誕
金
、
翠
玉
、
邪
飛
以
下
の
余
詰

が
出
ま
し
た
。
（
指
摘
は
北
原
義
治
、
関

直
之
の
両
氏
）

実
に
盛
沢
山
の
賞
品
が
出
ま
し
た
が
、
厳

正
な
抽
選
の
結
果
「
明
治
の
一
円
銀
貨
（

時
価
三
千
円
以
上
）
」
は
北
原
義
治
、
坂

巻
義
郎
の
両
氏
が
当
選
と
決
定
。

◇
大
懇
親
会

大
会
終
了
後
、
会
場
に
於
て
大
懇
親
会
を

開
催
。
開
宴
後
間
も
な
く
「
福
引
」
の
披

露
。
小
林
豊
氏
が
汗
だ
く
で
読
み
上
げ
る

Ｃ
馬
上
隠
賞
記
将
棋

藤井国夫氏作

65432

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持駒飛飛金桂

と
、
珍
題
続
出
で
爆
笑
の
ゥ
ズ
。
潅
、
ビ

ー
ル
、
サ
イ
ダ
ー
、
ジ
ュ
ー
ス
が
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
（
？
）
そ
の
間
楽
団
は
妙
な
る

演
奏
、
キ
レ
イ
ド
コ
ロ
が
「
お
一
つ
い
か

が
…
」
と
く
る
の
で
つ
い
盃
を
傾
け
る
度

数
が
ふ
え
る
。
一
座
の
空
気
は
い
よ
ノ
、

な
ど
み
、
詰
棋
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
よ

ろ
こ
び
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
座
興
い
よ

ノ
、
っ
の
り
、
遂
に
七
篠
氏
の
本
格
的
な

詩
吟
（
詩
吟
八
段
）
や
主
幹
の
高
原
千
里

や
門
脇
氏
の
美
声
の
独
唱
な
ど
次
々
に
披

露
さ
れ
る
。
わ
あ
っ
ノ
、
と
笑
声
や
歓
声

が
上
り
、
キ
ヤ
ー
ッ
と
美
人
の
矯
声
、
上

野
の
森
も
為
に
震
憾
せ
り
と
は
チ
ト
大
げ

さ
か
Ｉ
。

か
く
て
時
の
経
つ
の
は
早
く
、
一
人
去
り

二
人
去
り
、
上
野
の
山
が
静
寂
に
還
っ
た

時
刻
を
知
る
も
の
は
森
に
巣
く
う
小
鳥
の

群
で
あ
っ
た
ろ
う
か
Ｉ
。

◇
本
大
会
を
通
じ
み
ん
な
の
心
は
一
つ
に
な

っ
た
。
全
詰
連
の
発
展
は
大
き
く
固
く
約

束
さ
れ
た
感
じ
で
あ
っ
た
。

☆
看
寿
賞
奨
励
賞
受
賞
者
の
山
田
修
司
氏
か

ら
こ
の
大
会
を
祝
し
、
お
め
で
た
い
「
日

の
丸
」
詰
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

懸
賞
出
題
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
解
答
を
Ｉ

☆
締
切
六
月
末
日
到
着
ま
で

「
日
の
丸
詰
」
と
標
記
し
て
下
さ
い
。

★
賞
は
「
宝
石
入
れ
」
な
ど
盛
沢
山
で
す
。

乞
御
期
待
。

持
駒
飛
飛
金
金
金
金

一
二
三
四
五
六
七
八
九

入選11回
札幌 市山田修司氏竹

98765432：
ー

幸割'三

－

芦
一 一

歩

呈
一
茎

－

－

－

－

－

詔

－

－

－

銀

歩 零

琴 一
幸
一
頚
一
一
一
一

祝
大
会

懸
賞

詰
将
棋

一
一
一

一
一
驚
一
塁

瀞 里蕊

一
一
漢
一
塁

幸し

君
一
到
砺
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★
五
月
九
日
の
全
詰
連
全
国
大
会
は
空
前
の

盛
会
で
、
幹
事
一
同
も
御
世
話
の
仕
甲
斐
が

あ
っ
た
と
喜
ん
で
居
り
ま
す
。
大
会
の
次
第

は
六
月
号
の
主
幹
の
報
告
通
り
で
す
が
、
少

し
こ
ぼ
れ
話
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
ま
ず
こ
の
会
を
開
く
に
当
っ
て
、
御
世
話

頂
い
た
七
係
兼
三
氏
の
御
厚
意
と
御
尽
力
は

誠
に
筆
舌
に
尽
し
難
い
も
の
で
、
会
場
提
供

か
ら
準
備
万
端
、
宿
泊
の
御
世
話
、
会
場
設

備
（
マ
イ
ク
、
録
音
機
、
磁
石
将
棋
盤
等
）

莫
大
な
賞
品
、
清
酒
特
級
五
斗
３
麦
酒
拾
打

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

》
全
国
大
会
》

》
こ
ぼ
れ
話
》

皿
■
風
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
鞄

そ
の
他
キ
レ
イ
ド
コ
ロ
拾
数
名
、
楽
団
…
。

こ
れ
が
全
部
一
人
持
ち
な
の
だ
か
ら
驚
き
入

っ
た
次
第
。
空
前
の
大
後
援
者
…
…
。

■
世
話
人
の
準
備
会
も
す
べ
て
七
係
氏
の
費

用
持
ち
で
、
美
人
の
お
酌
付
き
と
き
て
い
る

の
で
す
か
ら
恐
れ
入
り
ま
す
。
（
こ
ん
な
準

備
会
な
ら
な
ん
ど
で
も
…
。
コ
ラ
ッ
／
〕
お

ま
け
に
６
月
鯛
即
日
、
温
泉
で
幹
事
一
同
の

慰
労
会
を
や
ろ
う
、
と
の
お
コ
ト
バ
。
一
同

た
だ
も
う
恐
縮
の
一
手
あ
る
の
み
。

■
感
激
し
た
の
は
、
遠
地
か
ら
実
に
多
く
の

方
が
参
加
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
。
北
海
道
の

古
関
三
雄
氏
は
実
に
片
道
釦
時
間
／
を
乗
り

継
い
で
、
遠
路
は
る
ば
る
の
参
加
で
し
た
。

仙
位
の
オ
ジ
さ
ん
を
予
想
し
て
居
た
ら
、
別

何
才
か
の
眉
目
秀
麗
の
青
年
で
ビ
ッ
ク
リ
。

■
全
国
か
ら
祝
辞
の
中
で
異
色
は
、
北
海
道

ト
リ
オ
（
柏
川
、
山
田
、
鳥
越
の
三
氏
）
の

声
の
祝
辞
で
、
テ
ー
プ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

再
生
中
、
故
障
で
鳥
越
氏
の
祝
辞
が
途
中
で

切
れ
て
し
ま
い
残
念
／

■
参
加
者
に
高
校
生
や
中
学
生
ま
で
あ
り
、

心
強
く
思
い
ま
し
た
が
、
異
色
は
小
林
辰
五

郎
氏
の
息
子
さ
ん
。
ま
だ
中
一
？
だ
そ
う
で

す
が
、
小
林
氏
「
う
ち
の
息
子
も
も
う
中
学

位
は
詰
め
ま
す
。
私
の
詰
め
ら
れ
な
い
問
題

で
も
教
え
ら
れ
た
り
し
て
．
：
。
私
の
あ
と
つ

ぎ
に
宜
し
く
」
と
紹
介
さ
れ
、
拍
手
喝
釆
。

ａ
近
将
の
永
井
社
長
は
知
人
の
結
婚
式
の
席

か
ら
駈
け
付
け
ら
れ
、
詰
連
に
温
い
祝
辞
を

下
さ
る
。
主
幹
と
は
初
対
面
の
由
。
詰
パ
ラ

の
功
績
を
大
い
に
讃
え
れ
ば
、
主
幹
も
「
た

ま
に
は
近
将
も
買
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
」
と

一
席
。
両
巨
頭
応
し
ゆ
う
の
一
幕
…
。

■
詰
連
法
人
化
の
熱
心
な
推
進
者
の
吉
田
甚

三
氏
は
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
楯
を
持
参
さ
れ

前
夜
祭
に
参
加
。
「
詰
将
棋
は
非
常
に
頭
脳

の
健
康
に
良
く
、
私
は
詰
将
棋
の
極
意
で
幾

つ
か
の
事
業
に
成
功
し
て
来
ま
し
た
。
」
と

ウ
レ
シ
イ
お
話
。

■
会
場
を
見
廻
す
と
、
白
い
ビ
ラ
が
目
に
つ

く
。
小
林
豊
氏
の
苦
心
作
で

◇
詰
棋
人
に
悪
人
な
し

◇
健
康
増
進
に
詰
将
棋
を
Ｉ

◇
詰
棋
人
な
ら
娘
を
や
ろ
う

等
々
。
ホ
ン
ト
カ
ネ
。

■
連
将
棋
は
学
生
組
対
社
会
人
組
各
四
名
で

対
局
。
井
島
寛
氏
が
棋
譜
を
読
み
上
げ
、
長

谷
繁
蔵
氏
が
大
盤
に
中
継
す
る
。
熱
戦
で
し

た
が
時
間
の
都
合
で
途
中
よ
り
訓
秒
将
棋
と

な
り
、
対
局
者
に
は
お
気
の
毒
で
し
た
。

■
七
係
氏
の
お
骨
折
り
で
、
当
日
録
音
し
た

テ
ー
プ
が
編
集
部
に
あ
り
ま
す
。
番
外
に
は

前
夜
祭
の
余
興
、
七
傑
氏
の
詩
吟
（
聞
き
し

に
勝
る
見
事
な
も
の
）
や
主
幹
の
「
高
原
千

里
」
な
ど
も
入
っ
て
お
り
、
興
味
深
々
た
る

も
の
で
す
。
テ
ー
プ
を
貸
し
出
す
そ
う
で
す

か
ら
、
希
望
者
は
主
幹
ま
で
往
復
ハ
ガ
キ
で

ａ
当
日
、
万
年
筆
を
忘
れ
ら
れ
た
人
あ
り
。

お
心
当
り
の
方
は
主
幹
ま
で
。

■
当
日
は
予
約
し
て
欠
席
が
約
別
名
、
飛
び

入
り
が
十
数
名
で
、
受
け
付
は
テ
ン
ャ
ワ
ン

ヤ
。
お
か
げ
で
幹
事
は
喜
ん
だ
り
、
気
を
も

ん
だ
り
、
目
を
白
黒
で
し
た
。（

Ｈ
・
Ｋ
生
）




